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組織横断的な取組を通じて、組織を再活性化
経営力の強化
企業のイメージアップ　

 「エコアクション21」をベースにしたCO2削減に特化した簡素な環境経営システムで、事業
活動に省エネルギーなどの環境保全活動を組み込み、CO2削減とコスト改善等による経営
力の強化を図るものです。
　参加する中小事業者の皆様は、無料で派遣される環境経営の専門家（支援相談人）と
一緒に、環境省が策定したシンプルな５つの手順を進め、CO2削減の改善効果や環境活動
の結果を「見える化」することで、環境保全と事業発展の両立を目指すことができます。

・省エネ成果や経費節約等の経営効果を、数値として「見える化」
・組織の再活性化に活用
・活動成果を報告書として「見える化」して、従業員や取引先等にPR
・「エコアクション21」などの認証取得への基礎固めとして活用

・サプライチェーン管理に活用することで、グループ企業の価値向上

エコアクション21 CO2削減プログラム
  Eco-Action21 CO2 Reduction Initiative Program

参加事業者の募集
環境経営の専門家による支援（無料）を受けながら、CO2削減やコスト削減に

無理なく取り組むためのプログラムです。
今年度は全国で300事業者を募集します。（原則先着順）

［参加無料］

 平成27年6月1日
募集開始

300事業者
（原則先着順）

Eco-CRIPによって
得られるメリット（例）

Eco-CRIPとエコアクション21※1（EA21）の関係は？
●Eco-CRIPは省エネ、CO2削減を目的としていますが、EA21はCO2削減に加え、廃棄物の削減、節水等にも取り組む、第三者認証・登録制度です。
●Eco-CRIPに取り組んだ事業者は、これをファーストステップとして、EA21の認証取得にステップアップできます。
※１ 中堅・中小事業者でも取り組みやすい環境経営システムとして、環境省が策定したガイドラインに基づく認証・登録制度です。
　　全国で約7千6百件の事業者が既に認証・登録しています。URL http://www.ea21.jp/

参加事業者 取引先企業

・取引先等の経営力強化に活用

・地域の中堅・中小事業者のCO2削減取組を「見える化」
・地域の環境保全と経済発展に活用

金 融 機 関

自 治 体 等

＼Eco-CRIPとは？／

企業のイメージアップ　

 「エコアクション21」をベースにしたCO2削減に特化した簡素な環境経営システムで、事業
活動に省エネルギーなどの環境保全活動を組み込み、CO

＼

リスクを減らし、チャンスを増やす
絶好の機会です。
ぜひご検討ください。

詳しくはウェブサイトへ　http://www.ea21.jp/eco-crip-2015/index.html

Eco-CRIP（エコクリップ）実証事業

・ 参加事業者の60％以上が、前年同月比でCO2排出量とコストを削減
・ CO2排出量を削減できた事業者の、平均削減率は約13％で、電気料金等を10％以上削減

H26年度参加事業者の成果



下記専用ウェブサイト又は、一般財団法人 持続性推進機構
（業務受託事業者）へお問い合わせください。

http://www.ea21.jp/eco-crip-2015/index.html
一般財団法人 持続性推進機構 （業務受託事業者）
　担当：大井、 小池
　E-mail （事業者の方） eco-crip1@ea21.jp　TEL 03-6418-0370

環境省総合環境政策局環境経済課　担当：齋藤、 永宮

本事業の申込方法や詳しい内容・問い合わせは

2015.05 ver.2

担当地域事務局

事業者

支援相談人

環境省

参加を希望する事業者は、最寄りのEco-CRIP
担当地域事務局に所定の申込用紙で申し込む。

申込書に記載された参加の
目的、期待する効果をもと
に、担当地域事務局が支援
相談人を選任します。

全国のEco-CRIPに取り組んだ事
業者のCO2削減量を取りまと
め、今年度の成果とする。

担当の支援相談人と訪問の日
を決め、支援相談人の支援の
もと、Eco-CRIPの手引きに
沿って取組を開始。

5回の訪問支援が終わったら、支援相談人と一
緒に取組期間中のコスト削減効果やCO2排出
量及び削減量を把握し、効果を『見える化』。

 １ 参加申込

２ 支援相談人紹介

５ 取りまとめ後、報告
３ ５回の相談支援（訪問）

４ 効果を把握

Eco-CRIPの流れ

応募できる事業者は？
環境保全と事業発展の両立を図りたい中堅・中小事業者であれば、業種業態は問いません。
なお、応募には一定の条件（300事業者、原則先着順等）があります。詳しくは下記ウェブサイト又は事務局まで
問い合わせください。　

    の「Eco-CRIP担当地域事務局」とは？
担当地域事務局が、事業者からの申込受付や支援相談人の派遣を行います。また、取組の途中で困ったことや、
わからないことがあれば、支援相談人と一緒に事業者を支援します。
各担当地域事務局の担当都道府県は下記専用ウェブサイトでご確認ください。
・担当地域事務局は、EA21地域事務局を兼ねております。

1

    の「支援相談人」とは？2     の「５回の支援相談」とは？
 では、環境負荷の費用の分析、電気の使用箇所・用途の把握、CO2の
 　　  排出量の調査を行います。
 では、取組内容と従業員全員の役割を決め、省エネの取組を始めます。
 では、環境への取組方針や、CO2 削減目標を決めます。
 では、取組の結果を評価し、問題点を明らかにし、必要な改善を行います。
 では、取組結果をまとめます。
＊詳しくは「エコアクション21 CO2削減プログラムの手引き（2015年度試行版）」をご参照ください。

3
手順 1

手順 2
手順 3
手順 4
手順 5

エコアクション21審査人の中から
選ばれた、省エネに関する知見・
ノウハウを持つ環境経営の専門家
です。全国の約180名の支援相談
人が、環境経営に取り組んでみた
い事業者をしっかり支援します。

業務受託事業者 ：
一般財団法人 持続性推進機構（ ）

・申込方法の詳細や申込用紙は下記専用ウェブサイトをご参照ください。

銀河（岩手県）
環境ネットやまがた（山形県）
東京中央（東京都）
かながわ（神奈川県）
新潟県環境分析センタ－・EAとき（新潟県）
長野産環協（長野県）
静岡県環境資源協会（静岡県）

0197-67-1521

023-679-3340

03-3392-5231

045-671-1138

025-284-6500

026-228-5886

054-252-9023 

info@ea21-ginga.com
eco-crip@eny.jp
shinsanintokyo-chuo@dream.ocn.ne.jp
ea21@chuokai-kanagawa.or.jp
ea21toki@nkbc.jp
ea21nasa@valley.ne.jp
kankyou@po.across.or.jp

Eco-CRIP担当地域事務局 電話番号 メールアドレス Eco-CRIP担当地域事務局 電話番号 メールアドレス

あいち（愛知県）
とよた（愛知県）
大阪（大阪府）
岡山県環境保全事業団（岡山県）
徳島県中小企業団体中央会（徳島県）
ECO-KEEA九環協（福岡県）

052-471-7477

0565-32-4660

06-6543-1521

086-298-2122

088-654-4431

092-662-0410

ea21-aeca@mbr.nifty.com
ea21@toyota.or.jp
info@ea21-osaka.org
ea21@kankyo.or.jp
eco21-toku@tkc.or.jp
ea21@keea.or.jp


